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研究成果の概要（和文）：文字テキストの本来の姿、もしくはあるべき姿を追求してなされる校勘は、古典や経典を対
象として行なわれる研究の基礎作業と位置づけられる。校勘は中国の清代に至って一つの学術分野と認められるほどの
発展を遂げたが、校勘それ自体を対象とする研究は少ない。本研究では、琉球を含む日本と中国において基本的教養の
書であり続けた儒家の経典を主たる材料として、それぞれの地域における校勘の発展のプロセスについて相互の影響を
視野に入れながら跡づけた。同時に、校勘に従事した知識人の実態、文字の異同を示すために書き入れられた校語が持
つ学術上の価値などの諸問題についても論じ、さらには校勘学上有用な新資料も発掘した。

研究成果の概要（英文）： This research project dealt with the development of the study of textual 
criticism in China and Japan, including the kingdom of the Ryukyus, focusing on the mutual interaction. 
Through the research, we gained a better understanding of the academic value of textual criticism, which 
was in fashion from 17th to 19th century in each region. We also found that the collative notes written 
on the books by the literati can reveal the condition of the circulation of classical books in a 
particular area, and moreover discovered some resources, such as "Nengo-kanmon", or the documents 
presented to discuss the new name of era in the imperial court of Medieval Japan, useful for collation of 
the Chinese classical books.
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１．研究開始当初の背景 
古典文献を学問研究の資料とするには，テ

キストの信頼性・安定性を確保することが肝
要であり，校勘はそれを実現する上で欠かす
ことのできない基礎作業と位置づけられる。
中国の伝統的な学術の中心に位置する経学
について言うと，儒家の経典および注釈のテ
キストに対する校勘は経学を構成する一つ
の柱であり続け，中国の学術史の中では，経
典中の一字の異同をめぐる議論が長期にわ
たる論争にまで発展することもあった。校勘
学は清代中期になると一つの学術分野と見
なされるまでに発達を遂げ，豊富な資料を用
い客観的な手続きに従ってなされた校勘の
成果は，現在の研究においても参考にされる
ことが珍しくない。このように，校勘学の成
果は活用されておりながら，校勘に関わる営
みそのものに着目した研究は，十分になされ
ているとは言いがたいのが実情である。 
大陸からの漢籍受容に関して長い歴史を

持つ日本では，随時流入してくる漢籍テキス
ト間の文字の異同を調整する必要性が早い
時期から認識されたと思われ，古鈔本中に校
勘の営みが確認される。国内における漢籍校
勘が高度な水準に至るまでには相応の発展
プロセスをたどっているはずだが，管見の限
り，国内の校勘学の発展が研究者による議論
の俎上に載せられたことはない。また，江戸
時代に高度に発達した日本の校勘学上の成
果が中国の校勘学に少なからぬ影響を及ぼ
した事実は広く知られているが，影響の具体
的内容についても十分に究明されていない
ように見える。 
以上のように，儒家の経典に代表される漢

籍に対する校勘に関しては未解決の解決す
べき課題が多く残されているように思われ，
かかる現状認識にもとづき，本研究計画を策
定した。 
 
２．研究の目的 
本研究の主たる目的は，中国の清代および

日本の江戸時代において確立した校勘学に
ついて，相互の影響を視野に入れつつ，発展
の状況と影響を多角的に解明することにあ
る。校勘学それ自体の発展状況に関する整理
が十分に行なわれているとは言えないので，
まずそれを実施した上で，校勘学の発展を支
えた諸々の要素も視野に入れつつ，日本と中
国おのおのの学問・政治・文化・宗教などの
状況が校勘学の展開に如何なる作用を及ぼ
したか，かかる角度からの考究も進めて行き
たい。 
 以上に加え，漢籍の校勘を進める上で有益
な資料でありながら未発掘なものがあるの
で，その種の資料の入手と整理も行なう。本
研究では年号勘文資料に重点をおいて収集
と整理を進め，その有用性に対する研究者の
認識の深まりを促すために，積極的に資料の
紹介と論考の発表を行なう。 
 

３．研究の方法 
 本研究では以下の項目に着目しながら研
究計画を進めていく。 
 
（ａ）資料の入手と整理 
校勘学に関わる研究を進めるには，当然の

ことながら，多くの文献資料を必要とする。
校勘に利用される資料には，同一書の異本の
外に，別の書物，百科事典に相当する資料集
である類書などの中国側の典籍の外，日本国
内で作成される年号勘文資料や経書の講釈
書たる抄物などがある。異文は，これらの書
物の本文テキストを構成する場合もあれば，
校語として書物の中に書き込まれている場
合もある。書き入れの校語を含む資料は基本
的に刊行されていないので，国内外の収蔵機
関に出向いて調査を行ない，できるだけ多く
の画像資料の入手を図る。入手した資料につ
いては，分類整理した上で研究グループの中
で共有し，研究資料としての活用度を高める。 
 
（ｂ）日本国内に伝存する校勘資料が持つ学
術上の価値の調査 
 上記の作業を通して収集した異文がどの
程度の学術上の価値を持つかを判断するた
め，それらのテキストと国内に伝わるいくつ
かの系統の経書テキストや国内外の学者に
よって作成された各種の経書の校勘記との
比較を行なう。 
 
（ｃ）日本における校勘の発展に対する考察 
日本人が独自の文字を用いて言語活動を

行なうようになるのは，八世紀以後のことで
あり，それまではもっぱら中国から入って来
た書物を学習することで知識・教養を高めて
いた。したがって，日本人が行なう校勘は，
漢籍から始まり，次第に国書にまで及ぶよう
になったと推察されるが，その展開のプロセ
スは不明なので，この部分に関する調査と考
察を進める。また，日本における漢籍の校勘
は，江戸時代に入って急激に高度な水準に達
したように見えるが，その点に関する実態と
要因の解明も図る。 
 
（ｄ）中国の清代における校勘学の発展と日
本の校勘学との関係に対する考察 
清代中期に校勘学が格段の進歩を遂げた

ことは周知のことに属し，当時の校勘学が部
分的に日本の校勘学の影響を受けているこ
とも否定しがたい事実である。しかし，影響
の内容や度合いについては，狩野直喜「山井
鼎と七経孟子考文補遺」が発表されて以後，
研究がほとんど進展を見せていないのが実
情であり，狩野説の当否の検討を含め，この
部分について事実確認をし，考察を深める必
要がある。清代における学術の発展は，地方
官の私設秘書である幕友によって支えられ
ていた面があるが，校勘学に関して幕友たち
がどのように関わっていたか，その実態解明
も必要である。 



 
（ｅ）国際シンポジウムの実施 
本研究で扱う資料は多岐にわたり，解決す

べき課題も多方面にまたがり，研究組織を構
成するメンバーだけでは十分な考察が進め
られない可能性がある一方で，研究計画を遂
行する中で得られた知見の学術上の価値を
見極める必要があるので，校勘学を主題とす
る学術会議を開催する。実現の見通しは立っ
ていないが，本研究の成果を国際学界の中で
アピールするため，また校勘学自体に対する
研究の底上げにつながることを期待して，論
文集を出版することを考えている。 
 
４．研究成果 
 本研究を遂行することで得られた研究成
果の概要を項目立てて説明すると，以下の通
りである。 
 
（ａ）国内に伝存する経書の古鈔本に書き込
まれている「異文校語」（異文を表示する校
語），抄物や年号勘文などに見える儒家経典
の引用文には，校勘を行なう上で有用な古い
異文テキストが含まれていることを明らか
にし，経学文献の校勘を進める際に使うこと
ができる資料の範囲を拡大させた。 
 
（ｂ）阮元『十三経注疏校勘記』を対象に調
査と考察を進めた結果，清代の幕府などにお
いて学術事業として作成された校勘学上の
著作において，実際の校勘作業を担ったのは，
名目上の編纂者ではなく，その編纂者に雇わ
れた幕友などの読書人であることについて，
新たな資料をもとに確認した。 
 
（ｃ）江戸時代に著された校勘学に関わる著
述を見ると，客観的な結論を導き出すには，
厳密な校勘の方法と依拠・参照するための古
い資料が重要であることが明確に認識され
ていることが看取される一方で，校勘を実施
する者が引証する古典籍のテキストが類書
などからの孫引きであるにもかかわらず，そ
の点が明示されてないことが少なくなく，当
時行なわれた校勘には，実践面に関して問題
が含まれることを明らかにした。さらには，
江戸中期以降においては，中国の学界におい
て評価されることを目的として校勘学上の
事業を企画する一群の読書人がいたことも
明らかにした。 
 
（ｄ）書き入れ校語に関する新たな価値，す
なわち典籍に書き込まれる異文校語が漢籍
の流通状況を判断する有力な指標となり得
る，という新たな知見を獲得した。具体例を
挙げると，琉球王国時代の士人によって『四
書体注』に書き込まれた異文校語から，同書
は王国内において多くの版本が流通してい
たことが判明した。また，異文校語において
引証されている文献は，現在，沖縄県内で確
認できないものが少なくなく，琉球王国にお

ける漢籍の流通状況をたどる上でも書き入
れの校語が役に立つことを論証した。 
 
（ｅ）国内外における経典や古典に対する校
勘を含む学術研究の個別事例に対して，校勘
の観点から考察を深めた。 
 
以上の研究成果は，学術論文に関して言う

と，中国大陸において「核心期刊」に位置づ
けられる学問的水準の高いジャーナルに３
篇の論文が掲載された。特筆すべきは，平成
23 年度に主催した国際シンポジウムにおい
て発表された論文を中心に編纂した研究論
集が中国大陸において刊行されたことであ
る。「研究の目的」欄に記した事項の中には，
研究組織を構成するメンバーによって論じ
られなかったもの，あるいは論じられても深
く掘り下げるに至らなかったものがあるが，
研究代表者が共同主編者として関わった本
書に収録されている論文によって不備のい
くつかを解消することができた。換言すると，
会議の参加者の協力によって研究内容を充
実させることができた部分があったわけで
あり，国際的な学術交流・共同研究の必要性
を改めて実感させられた。 
本研究の研究期間は終了したが，国内にお

ける校勘の広がりと発展プロセス，それに日
本による校勘の中国の学界に対する影響に
ついては，未解明の部分が多く残されており，
今後も調査・研究を継続するつもりである。 
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